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2稲敷市議会だより　第19号

　平成２１年第４回稲敷市議会定例会が１２月８日から１８日までの１１日
間にわたり開かれました。市長より提出された議案は、各会計の補正予算
案７件、人事案１件等を含め、合計１７案件でした。
　議決の結果は下記をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
１２月　８日（火）開会

議案について市長の提案理由説明を受ける（１７議案）。
人事案件（副市長の選任）、諮問案件（人権擁護委員の選任）
について、即日、討論、採決を行う。
（１２月９日は議案調査のため休会）

１２月１０日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
１２月１１日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【５名】

議案に対する通告質疑はなく、審査のため常任委員会へ議案
１５件を付託する。

１２月１４日（月） 常任委員会による付託議案審査
【総務常任委員会・市民生活常任委員会】

午後、市民生活常任委員会は、江戸崎地方衛生土木組合にて
視察研修を行う。

１２月１５日（火）常任委員会による付託議案審査
【教育福祉常任委員会・産業建設常任委員会】

（今定例会の議事整理のため１２月１６、１７日は休会）
１２月１８日（金）教育長から発言の申し出があり、科学教育日本一校（ソニー賞）

受賞の報告を受ける。
各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。
議案１５件に対して討論、採決を行う。
閉会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第119号 稲敷市税条例等の一部改正について

住宅ローン減税（一般住宅）に係る最大控除
額の500万円への引き上げや、所得税から控
除しきれない額の個人住民税からの控除制度
創設など

市民生活 原案可決

議案第120号
稲敷市国民健康保険税条例の一部改正
について

上場株式等の配当及び譲渡益等に係る課税特
例措置の創設及び、地方税法の引用条項を改
めるもの

市民生活 原案可決

議案第121号
平成 21年度稲敷市一般会計補正予算
（第 4号）

予算総額を１９４億１８８万２千円とする 各常任委員会 原案可決

議案第122号
平成 21年度稲敷市国民健康保険特別
会計補正予算（第3号）

予算総額を５７億２８８万３千円とする 市民生活 原案可決

議案第123号
平成 21年度稲敷市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第2号）

予算総額を５億１２６０万７千円とする 産業建設 原案可決
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平成平成２２１年 第４回 １年 第４回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

副市長選任に同意副市長選任に同意副市長選任に同意

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第124号
平成 21年度稲敷市公共下水道事業特
別会計補正予算（第2号）

予算総額を２２億６３２万２千円とする 産業建設 原案可決

議案第125号
平成 21年度稲敷市介護保険特別会計
補正予算（第2号）

予算総額を２５億１８０９万４千円とする 教育福祉 原案可決

議案第126号
平成 21年度稲敷市浮島財産区特別会
計補正予算（第1号）

予算総額を１３９万８千円とする 総　　務 原案可決

議案第127号
平成 21年度稲敷市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第2号）

予算総額を８億９４２万７千円とする 市民生活 原案可決

議案第128号 不動産の買入れについて
新庁舎建設用地として、旧江戸崎西高等学校
跡地に係わる土地、建物を茨城県と契約し取
得するため

総　　務 原案可決

議案第129号 訴えの提起について
債権差し押さえについて、第３債務者の金融
会社に対する取立て請求を龍ヶ崎簡易裁判所
へ提起するもの

市民生活 原案可決

議案第130号 あらたに生じた土地の確認について
本市の区域内に新たに土地が生じたことを確
認するため、議会の議決を求めるもの

総　　務 原案可決

議案第131号 字の区域の設定について
議案第１３０号により確認した土地の所属す
る字を決めるため、議会の議決を求めるもの
字名：稲敷市境島字西浦 （にしうら）

総　　務 原案可決

議案第132号 市道路線の認定について
市道 江戸崎１４４６号線を、江戸崎中学校進
入路改良に伴い認定するもの

産業建設 原案可決

議案第133号 市道路線の変更について 市道 東３８９号線の終点位置を変更するもの 産業建設 原案可決

議案第134号 副市長の選任について 羽賀　　坂　本　　進 ― 原案同意

諮問第 4 号 人権擁護委員の推薦について 柴崎　　幸　田　勝　夫　（再任） ― 原案同意



篠 崎 力 夫
議　員

市長が選挙の際に掲げたマ
ニフェストは市民との約束

であり「停滞から前進へ」の文字に
市民はどれだけ期待をしたことか。
　就任から半年が経過し、市民から
は「市長の声が聞こえてこない。何
もしていない。」との疑問や落胆が
聞かれる。市長の、市を変えようと
する姿勢や財政確立への緊急行動、
市民活動支援、市民会議やタウン
ミーティング等マニフェスト掲載へ
の取り組みを問う。

マニフェストを一つずつ実

行していくことが私の責務

であり、その考えは就任から一切変

わりません。市民が主役の市政運営

に変えるため、市民との対話やコ

ミュニケーションを図ることが大切

であると思っています。

　現在は集中改革プランを実行する

ため、関係課連携により事業評価を

実施している他、事業選択や公共施

設再編プロジェクトチームを設置し

て全公共施設の再編方針を策定して

います。また、自主運営や独自活動

ができる市民団体の育成

や運営環境を整えていき

たいと考えています。

　現在、各種の集まりの際に随時、

市政報告を行っており、来年度から

は市民の都合に合わせて、市側が出

向くスタイルの会議開催を準備し

「（仮称）いなしき井戸端会議」とし

て本音が語れる会議にしたいと考え

ています。

　また、多くの協力により江戸崎工

業団地の企業誘致や、都内での農産

物販売などが少し進んできつつあり

ますが、何もしていないという市民

の声も、意見として頭に入れながら

市政を進めてまいります。

市長マニフェストを検証する

篠崎

田口市長  マニフェストの実行は私の責務

市長

市政を担う市長席市政を担う市長席

第
４
回
定
例
会
に
は
、
11
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問
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市
政
を
問
う

根 本　 保
議　員

「
大
日
苑
」
保
存
に
対
す
る

考
え
を
問
う

田
口
市
長

有
効
な
保
存
と

活
用
方
法
を
検
討

平
成
19
年
に
国
の

登
録
文
化
財
指
定

を
受
け
た
「
大
日
苑
」
は

個
人
所
有
で
あ
る
も
の
の
、

市
内
に
存
在
す
る
和
洋
折

衷
様
式
の
貴
重
な
建
築
物

で
あ
る
。

　

市
で
は
、
こ
れ
を
保
存

し
市
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
利
活
用
を
図
っ
て
も

ら
い
た
い
。
市
長
の
保
全

に
対
す
る
生
の
声
を
聞
か

せ
て
ほ
し
い
。

所
有
者
か
ら
管
理

を
任
さ
れ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
稲
敷
伝
統
文

化
保
存
会
は
、
維
持
管
理

や
見
学
案
内
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
、
映
画
等
の
撮
影
地

提
供
等
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
は
所
有
者

の
意
向
を
確
認
し
、
自
主

的
な
文
化
活
動
を
尊
重
し
、

支
援
し
な
が
ら
、
文
化
イ

ベ
ン
ト
や
観
光
コ
ー
ス
と

の
連
携
を
図
る
な
ど
、
貴

重
な
資
源
の
有
効
な
保
存

と
活
用
方
法
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

根
本

市
長

貴重な建築様式を誇る大日苑貴重な建築様式を誇る大日苑

市内には横利根閘門など水にまつ
わる文化遺産をはじめ、由緒ある

史跡や建造物が点在するが、その成り立ち
や背景などをどう教えているのか。
　実際に子供の五感に響く体験型歴史教育
に取り組んでほしい。

市内には横利根閘門、平井家住

宅、広畑貝塚、あんばばやし、大

日苑等の国関係の文化財、16 件の県指定

文化財、62件の市指定文化財が存在します。

　これら郷土の歴史については、市教育委

員会が発行する小学校社会科副読本や総合

学習、資料館見学等を通じて道具等の実物

を見て学ぶ機会を創出しています。しかし、

地域の人達が児童を通して郷土の誇る文化

財を広めていくことも大切と考えます。

郷土の歴史教育への取組みは
小川教育長  地域ぐるみで教育を　　

根本 教育長

※大日苑

　江戸崎入干拓を
行った植竹庄兵衛氏
が、昭和１４年に居
宅として建築した和
洋折衷様式の建物。

※
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一
般
質
問

木 内 義 延
議　員

６月定例会の一般質問で小学校適正
配置は急務の施策と答弁されたが、

半年が経過してもほとんど進んでいないよ
うに見受けられる。
　現在までにどのような学校再編実施計画
ができたのか。また安全性に問題のある新
利根地区から再配置を実施したいとの説明
があったが、どのように進められているの
か。耐震診断の結果、補強が必要となった
廃合予定施設への対応はどうするのか。

少子化による学校の急速な小規模化

と校舎の老朽化が進み、適正規模教

育の充実と耐震補強事業は早急に取り組む

べき課題です。現在、小学校５校と１幼稚

園の耐震診断を実施し、江戸崎・新利根の

各中学校と沼里小に対して耐震補強等の予

算措置を行っています。拠点校以外の耐震

補強については、必要な時々に政治的判断

をしていきます。

　学校再編整備実施計画は策定中であり、

新利根地区の３小学校の適正配置を最優先

にし、平成２６年度の新設小学校の開校を考

えています。

市内小学校再配置計画の進捗は
田口市長  新利根地区で平成２６年開校を目指す

木内 市長

耐震改修を終えた小学校舎耐震改修を終えた小学校舎

関 川 初 子
議　員

高
田
地
区
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

公
共
事
業
を
問
う

田
口
市
長 

早
急
に
地
域
整
備
を
検
討

高
田
小
、
認
定
こ

ど
も
園
、
江
戸
崎

地
方
衛
生
土
木
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設

が
集
中
す
る
高
田
地
区
は
、

交
通
量
が
多
く
道
路
幅
員

も
狭
い
た
め
、
車
の
す
れ

違
い
の
困
難
や
排
水
の
悪

い
個
所
な
ど
地
元
か
ら
の

改
善
要
望
が
多
い
状
況
で

あ
り
、
周
辺
道
路
の
整
備

計
画
を
尋
ね
る
。

　

ま
た
デ
フ
レ
傾
向
に
あ

る
今
こ
そ
、
公
共
事
業
で

地
域
に
活
力
を
与
え
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
、

来
年
度
は
今
年
並
み
の
公

共
工
事
の
予
定
は
あ
る
か
。

市
の
道
路
整
備
は

道
路
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
整
備
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

高
田
地
区
で
は
、
平
成

20
年
度
に
高
田
小
〜
高
田

神
社
間
の
市
道
の
学
校
側

半
分
の
整
備
を
実
施
し
、

平
成
24
年
度
の
全
路
線
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
北
側

の
市
道
整
備
も
早
急
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

公
共
事
業
は
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
を
も
つ
も

の
で
あ
り
、
地
域
経
済
が

落
ち
込
ま
な
い
よ
う
な
予

算
確
保
に
努
力
し
ま
す
。

関
川

市
長
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市
政
を
問
う

大湖 金四郎
議　員

新庁舎予定地となる旧江戸崎西高校新庁舎予定地となる旧江戸崎西高校

政権交代により、この先公共工事は
少なくなると予想され、市内の業者

は苦しい思いをしながら頑張っている状況
です。これから新庁舎が建設されるが、市
内の業者を何らかの形で活用できる方法は
ないのか。

新庁舎建設事業は、22 年度末に実施

設計業務が完了予定、23 年度には、

工事着工の予定です。

　建設工事の条件付一般競争入札の公告に

特記事項として、市内業者の下請について

条件を付している自治体もあるようですの

で、地場産業の育成、建設費のコスト削減

を踏まえながら検討していきます。

庁舎建設への市内業者の活用は
田口市長  地場産業育成の面から検討していく

大湖

先
日
、
両
親
を
自

宅
で
介
護
す
る
た

め
仕
事
を
や
め
た
人
と
話

し
を
す
る
機
会
が
あ
り
、

介
護
の
苦
労
話
や
将
来
の

こ
と
で
相
当
に
悩
ん
で
い

る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　

悩
み
を
抱
え
た
人
た
ち

が
相
談
で
き
る
体
制
が
必

要
と
思
う
が
、
現
状
を
聞

き
た
い
。現

在
、
本
市
に
は

在
宅
家
族
介
護
者

同
士
が
交
流
で
き
る
施
設

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
、
介
護
者
の
心
身

の
負
担
は
大
き
く
、
大
変

な
ご
苦
労
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
家
族
介
護

在
宅
介
護
者
の
相
談
相
手
は

者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
た
支
援
事
業
を
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

大
湖

田
口
市
長 

本
市
に
は
な
い
の
で

検
討
し
て
い
く

市
長

市長
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一
般
質
問

平 山　 寧
議　員

６
月
定
例
会
で
市

長
は
、
19
年
度
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
、
県

内
の
市
の
中
で
地
方
債
残

高
は
５
番
目
に
少
な
く
、

経
常
収
支
比
率
は
３
番
目

に
よ
い
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
危
機
的
状
況
で
財

政
再
建
が
急
務
で
あ
る
と

も
述
べ
て
い
る
の
で
、
現

状
と
大
差
が
あ
る
た
め
確

認
を
し
た
い
。

各
種
財
政
指
標
か

ら
見
る
と
、
比
較

的
健
全
な
数
値
を
保
っ
て

い
る
状
況
で
す
が
、
27
年

度
以
降
は
大
幅
な
交
付
税

の
減
収
が
確
実
と
な
っ
て

お
り
、
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

早
急
に
事
業
評
価
制
度

を
導
入
し
、
事
務
事
業
の

見
直
し
等
に
よ
り
、
財
政

健
全
化
の
た
め
の
行
財
政

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
山

市
長

市税の不納欠損額は、17年度から
20年度までの累計で約３億５千万

と多額になっています。税務担当の方たち
には日夜ご苦労をおかけしていますが、不
納欠損額を減少させるため、これからの改
善策をお聞きしたい。

不納欠損は、安易に時効により消

滅させることは税負担の公平性を

欠くことになります。

　催告書や督促状を送り、時効の中断や差

押さえ等を実施して債権の確保に努め、納

税の折衝に当たっています。また全職員に

よる休日、夜間の滞納整理や納税相談を実

施し、きめ細かい対応を続け縮小に努めて

まいります。

不納欠損改善策を問う
田口市長  納税の公平性を確保する

平山

本
市
の
財
政
状
況
を
確
認
し
た
い

田
口
市
長 

今
後
も
行
財
政
改
革
を

進
め
て
い
き
た
い

市長

収納対策に効果を発揮するタイヤロック収納対策に効果を発揮するタイヤロック
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市
政
を
問
う

根 本 光 治
議　員

優先度を考慮してすすめられる公共工事優先度を考慮してすすめられる公共工事

市民との約束は

合
併
し
て
５
年
、

職
員
と
地
域
、
職

員
と
市
民
と
の
関
係
が
希

薄
に
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
停
滞
し
て
い
る
と
感

じ
る
が
、
市
民
満
足
度

１
０
０
％
を
目
指
す
市
長

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
を
避
け
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

行
政
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

地
域
性
を
踏
ま
え
た
施
設

及
び
機
能
の
適
正
配
置
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
再

編
の
方
針
策
定
と
合
わ
せ

て
機
構
改
革
も

行
う
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
市

民
と
の
信
頼
関

係
を
密
に
し
て

市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

根
本

田
口
市
長 

で
き
る
こ
と
か
ら進

め
て
い
く

市
長

マニフェストでむだの排除と市民協
働を市政運営の要として掲げていま

すが、なかなか見えてこない。市長になら
れて初めての予算編成でどのように財政改
革を進め、編成に当たってはどのように指
示をしているのかお聞きしたい。

事業の選択と予算の集中、また必要

であっても優先順位が低いものは諦

める決断。このことは、皆様にある意味で

痛みを感じていただくこともあるかもしれ

ませんが、事業の選択と予算の集中はやら

ざるをえません。

　人件費も含めた経費の計画的削減を実行

していきます。

田口市長  事業の選択と予算の集中を

根本 市長

市民サービス向上を目指す窓口業務市民サービス向上を目指す窓口業務
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一
般
質
問

山 本 祐 子
議　員

消
費
生
活
相
談
日
増
の

考
え
は
な
い
か

田
口
市
長 

当
面
は
こ
の
ま
ま
対
応

平
成
19
年
の
９
月

定
例
会
で
質
問
し

た「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
、
提
案
し
て
い

た
訪
問
相
談
日
は
現
在
も

有
効
利
用
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
近
年
の
社
会
的

情
勢
を
踏
ま
え
、
相
談
日

を
増
や
す
考
え
は
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

平
成
18
年
10
月
の

開
設
か
ら
、
相
談

日
を
週
３
日（
月
、水
、金
）

の
体
制
で
実
施
し
て
お
り
、

本
年
11
月
末
で
は
１
１
８

件
の
利
用
と
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
相
談
に
つ
い
て
は

特
定
の
日
を
設
け
て
い
ま

せ
ん
が
、
必
要
に
応
じ
て

現
在
の
体
制
の
中
で
実
施

し
て
お
り
、
件
数
は
現
在

ま
で
10
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

増
加
傾
向
で
は
あ
り
ま

す
が
、
当
面
は
こ
の
ま
ま

の
体
制
で
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

山
本

市
長

青色防犯パトロール車の回転灯を点
灯して運転するには、実施者証の携

行が義務付けられている。
　犯罪抑止、地域や子ども達の安全確保
のため、市内を回転灯を点灯させて走らせ
るべきと考え、市職員全員に講習を受講さ
せてはどうか。さらには狭い道を考慮した、
軽自動車のパトロール車を購入する考えは
ないか伺いたい。

市内には防犯連絡員やスクール

ガードリーダー等、優先的に受講

いただいた方が約 100 名おり、実施者証

の交付を受けています。市職員では、交通・

防犯担当者が受講し、現在７名が交付され

ており、今後も防犯連絡員等の未受講者や、

新たに任命された方々を優先的に受講させ

ていきたいと考えています。

　現在所有する車両は、購入後 15 年から

17 年が経過しているため、来年度以降に

順次更新したいと考えており、その際には

ミニパトロール車への変更も検討したいと

考えています。

青色防犯パトロールについて
田口市長  ミニパト車に変更を検討

市長山本

東庁舎に設置されている消費生活センター東庁舎に設置されている消費生活センター

活用される青色防犯パトロールカー活用される青色防犯パトロールカー



11 稲敷市議会だより　第19号

市
政
を
問
う

柳 町 政 広
議　員

稲敷でも事業仕分けを

事
業
仕
分
け
の
仕

組
み
作
り
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
む
し

ろ
市
民
も
含
め
た
専
門
的

知
識
賢
者
に
参
画
し
て
も

ら
い
、
住
民
参
加
型
の
地

方
自
治
の
あ
る
べ
き
姿
を

模
索
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

柳
町

市
長

優先順位で行政の事業すべてを網羅
していくのではなく、具体的な手法

や現場の視点でできることを洗い出すべき
である。
　限られた財源を有効に使うため、市で実
施している行政サービスや事業が必要かど
うか、効率的に行われているか等、事業の
あり方そのものを外部の視点を取り入れて
考え直す「事業仕分け」を導入してはどうか。

地方議会が行政のチェック機関とい

う機能だけでなく、行政経営に積極

的に参画し、縮減できるような仕組みが重

要と考えており、制度面も含め検討したい

と考えています。

田口市長  抜本的な行財政改革を断行

柳町 市長

市長をはじめ、市職員が市民に背を
向かれない市政運営を心掛けていく

ための施策を聞きたい。

（仮称）経営戦略会議を設置して、予

算編成作業のみならず、情報を徹底

的に公開していくことで透明化も踏まえて

十分検討していきたいと考えています。

柳町 市長

進む新年度予算の査定作業進む新年度予算の査定作業

市
民
参
画
と
い
う

点
で
は
、
大
変
有

効
な
手
段
で
あ
る
か
と
認

識
は
し
て
い
ま
す
が
、
国

と
地
方
自
治
体
が
行
っ
て

い
る
予
算
編
成
で
は
作
業

工
程
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
制
度
面
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
予
算
や
事
業

が
有
効
に
、
か
つ
効
果
的

に
執
行
で
き
て
い
る
か
等
、

市
民
に
幅
広
く
情
報
提
供

さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
は

考
え
て
お
り
、
今
後
は
事

業
評
価
制
度
を
前
提
と
し

た
予
算
編
成
へ
移
行
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
般
質
問

浅 野 信 行
議　員

特別支援教育を行う体制として、
特別支援教育コーディネーターと

特別支援教育支援員は、絶対必要だと思う。
体制の整備や必要な取り組みなど現況を伺
う。

園や学校では、特別支援コーディ

ネーターを中心に、１人１人の

ニーズを十分把握し、生活や学習の困難を

改善、克服するための支援の方法等につい

て検討を重ねており、市内すべての園・学

校から校務分掌に位置付けされています。

また、市では小中学校障害児介助員派遣事

業として、学校長の教育方針のもと、支援

を行っています。

　今後、多様なケースに応じた介助員の派

遣や支援についての研修等について、より

一層の体制整備に努めていきたいと考えて

います。

特別支援教育の推進について
小川教育長  体制整備を図っていきたい

浅野

よ
り
よ
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る

取
り
組
み
を

小
川
教
育
長 
教
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
を

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
が

い
）Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ（
注

意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
通
常
の
学
級
の
中

で
十
分
配
慮
を
し
た
上
で
、

必
要
で
あ
れ
ば
通
級
に
よ

る
指
導
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞

い
て
い
る
が
、
市
内
に
は

対
象
と
な
る
児
童
生
徒
が

ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

ま
た
、
教
職
員
だ
け
で
な

く
、
教
育
委
員
会
や
、
す

べ
て
の
市
民
の
方
に
発
達

障
が
い
を
理
解
し
て
い
た

だ
い
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。現

在
、
保
護
者

の
承
諾
を
得
て

特
別
支
援
学
級
で
学
習
し

て
い
る
生
徒
は
、
小
学
校

2.0
％
（
47
名
）、
中
学
校

1.9
％
（
25
名
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
通
常
の
学

級
で
在
籍
し
て
い
る
発
達

障
が
い
を
も
つ
生
徒
数
は
、

小
中
学
校
と
も
に
1.6
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

早
期
発
見
、
早
期
支
援

が
重
要
で
あ
り
、
市
で
は

適
正
な
就
学
指
導
が
で
き

る
よ
う
に
障
が
い
児
童
就

学
指
導
委
員
会
を
設
置
し
、

適
正
な
対
応
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
の
教

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
県
の
関
係
機
関
や

各
課
で
の
共
通
理
解
を
図

り
、
連
携
も
一
層
深
め
て

充
実
し
た
支
援
が
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

浅
野

教
育
長

発達障がい教育を担う特別支援学級発達障がい教育を担う特別支援学級

※通級

　発達障がいを
もつ児童・生徒
が他校の特別支
援学級に定期的
に通学すること。

教育長

※
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市
政
を
問
う

山 下 恭 一
議　員

市農作物ＰＲに努める直売所市農作物ＰＲに努める直売所

稲敷産農作物ブランド化の考えを聞く

授
業
と
違
い
、
実

体
験
で
の
子
ど
も

議
会
は
、
政
治
の
仕
組
み

等
を
知
る
上
で
身
近
な
政

治
教
育
を
体
験
で
き
る
よ

い
機
会
だ
と
考
え
る
が
、

実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か

伺
い
た
い
。

子
ど
も
議
会
に
つ

い
て
は
大
賛
成
で

す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も

達
が
、
稲
敷
市
の
将
来
へ

の
考
え
や
夢
を
話
す
こ
と

は
、
大
変
有
意
義
と
考
え

ま
す
。

　

開
催
に
つ
い
て
は
、
学

校
や
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
ま
た
議
会
の
意

見
を
伺
っ
た
上
で
、
実
施

の
方
向
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

こ
ど
も
議
会
の
開
催
は

山
下

田
口
市
長 

実
施
の
方
向
で
検
討

市
長

地域農業は衰退傾向にあり、担い手
不足の深刻化や耕作面積の減少等が

併発している。
　地域農業振興に最も有効的なのは担い手
の確保であり、まず農業の魅力を伝えて興
味を持ってもらう必要があることから、農
産物のブランド化が考えられる。地域ブラ
ンド化とは付加価値が付き、消費者に高く
評価され、携わる人々の所得が増えて地域
全体に向上をもたらすことだと思うが、行
政として稲敷ブランドの確立をどう考えて
いるのか伺いたい。

市ではブランド化による競争力のあ

る産地育成を図るため、県の銘柄産

地の指定を受けるべく推進しています。

　私もトップセールスやマスメディアを通

じたＰＲ、また生産者と出向いての販売促

進活動等を行い、来年度には農業団体と連

携して、東京での定期的なキャンペーン実

施を考えています。

　また、農業所得の増強を図り、他産業と

遜色ない魅力ある産業として確立すること

が重要と考えています。

　耕作放棄地対策については、今年度中に

耕作放棄地対策協議会の設立を予定してお

り、利活用に向けた調査検討を実施し、国

の交付金等を活用する等、少しずつ放棄地

の解消を図っていきたいと考えています。

田口市長  銘柄産地指定に推進

山下 市長
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

委
員
長　

伊
藤　
　

均　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
５
議
案

に
つ
い
て
、
主
な
審
査
の
経
過
と
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
２
１
号　

平
成
21
年
度

稲
敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
の
う
ち
、
総
務
課
所
管
で
は
、

市
町
村
共
済
組
合
負
担
金
率
の
改
定

に
よ
る
、
職
員
給
与
関
係
経
費
の
増

額
補
正
で
あ
る
旨
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
案
第
１
２
８
号　

不
動
産
の
買

入
れ
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
建
設
用

地
と
し
て
、
旧
茨
城
県
立
江
戸
崎
西

高
等
学
校
跡
地
を
六
千
五
百
万
円
で

取
得
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。
校
舎
解
体
費
用
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
本
市
の
負
担
と

な
る
契
約
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
３
０
号　

あ
ら
た
に
生

じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
常

陸
利
根
川
の
放
水
路
拡
幅
工
事
を

行
っ
た
際
に
、
用
地
提
供
者
に
対
す

る
代
替
地
と
し
て
霞
ヶ
浦
の
公
有
水

面
を
埋
め
立
て
て
造
成
さ
れ
た
土
地

で
、
平
成
21
年
3
月
10
日
に
霞
ヶ
浦

の
境
界
決
定
が
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
の
区
域
に
あ
ら
た
に
生
じ
た
土

地
と
し
て
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
１
３
１
号　

字
の
区
域
の

設
定
に
つ
い
て
は
、
議
案
第
１
３
０

号
の
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
を
確
認

し
た
後
、
当
該
土
地
の
所
属
す
る
字

を
「
稲
敷
市
境
島
字
西
浦
」
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
５
議
案
全
て
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長　

木
内　

義
延　

　

第
４
回
定
例
議
会
に
お
い
て
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
議
案
６
件
の

審
査
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
１
９
号
は
、
20
年
度
に

終
了
し
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
措
置
を

本
年
度
か
ら
５
年
間
再
度
創
設
し
、

対
象
額
を
上
限
５
千
万
円
に
引
き
上

げ
る
他
、
上
限
を
設
け
て
住
民
税
か

ら
も
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
改

正
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
市
に
お
け

る
上
限
対
象
世
帯
等
に
関
し
て
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
２
１
号
、
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
の
う
ち
生
活
環

境
課
所
管
で
は
、
衛
生
費
で
既
に
３

６
０
件
を
処
理
し
た
ス
ズ
メ
蜂
の
巣

の
駆
除
経
費
や
、
消
防
費
の
小
型
ポ

ン
プ
積
載
車
９
台
購
入
、分
団
機
庫
・

防
火
水
槽
工
事
等
経
費
並
び
に
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
対
応
の
為
の
増

額
予
算
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
積
載
車
は
20
年
を
目

安
に
交
換
し
て
お
り
、
分
団
あ
た
り

の
積
載
車
保
有
は
原
則
１
台
、
複
数

台
を
保
有
す
る
場
合
は
２
台
目
以
降

の
維
持
管
理
は
分
団
負
担
と
な
る
こ

と
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
２
９
号
は
、
本
年
4
件

目
と
な
る
提
訴
で
、
市
民
税
等
の
滞

納
者
の
消
費
者
金
融
へ
の
利
息
過
払

い
金
を
市
が
差
し
押
さ
え
て
消
費
者

金
融
を
提
訴
す
る
も
の
で
、
納
税
の

公
平
性
確
保
の
為
に
措
置
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
付
託
議
案
の
全
て
に
つ
い

て
全
会
一
致
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
致
し
ま

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

根
本　

光
治　

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経

過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
２
１
号　

平
成
21
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の

う
ち
、
教
育
総
務
課
で
は
、
中
学
校

施
設
維
持
管
理
費
の
備
品
購
入
費
に

つ
い
て
、
予
算
が
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
も
う
少
し
選
択
肢
を
幅
広
く
考

え
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
原
価
意

識
を
考
え
て
、
少
し
で
も
税
金
の
無

駄
遣
い
を
し
な
い
方
法
を
考
え
て
ほ

し
い
、
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い

て
は
、
統
廃
合
に
向
け
た
形
が
具
体

的
に
見
え
て
き
た
。
市
の
ト
ッ
プ
の

考
え
、
方
向
性
を
は
っ
き
り
示
す
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
、
市
長
と
の
協

議
を
早
急
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
、

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
は
、
旧
江
戸
崎
第
一
保

育
園
の
解
体
事
業
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
市
の
方
針
と
し
て
業
者
委
託

と
す
る
説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
来
年

度
予
算
へ
向
け
て
経
費
削
減
や
執
行

体
制
を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
が
問

わ
れ
て
い
る
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
２
５
号　

介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て
は
、
人
件
費
の
共
済
年
金
か
け

率
の
改
正
に
よ
る
補
正
で
、
質
疑
に

対
し
て
詳
細
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
は
全
て
全
会
一
致
に
よ
り
、

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

当
委
員
会
に
は
議
案
５
件
が
付
託

さ
れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
審

査
の
経
過
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
２
１
号
、
平
成
21
年
度

稲
敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
の
う
ち
農
政
課
審
査
で
は
、
エ

コ
農
業
茨
城
推
進
事
業
に
係
る
協
定

締
結
対
象
地
域
が
市
内
全
域
で
あ
る

こ
と
の
確
認
の
他
、
国
の
新
政
権
下

で
麦
・
大
豆
等
、
助
成
金
減
額
が
予

定
さ
れ
る
作
物
に
対
す
る
市
か
ら
の

追
加
経
費
投
入
等
に
関
す
る
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
で
は
、
公
共
施
設
周
辺

の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
デ
ー
タ
の
電
算

保
存
委
託
等
に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、

耐
震
改
修
促
進
事
業
で
進
め
ら
れ
て

い
る
「
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
」
へ
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
推
測
値
利
用
で

も
市
内
全
域
で
甚
大
な
差
は
生
じ
て

い
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
２
４
号
の
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
東

処
理
場
工
事
請
負
費
の
入
札
差
金
を

減
額
し
、
江
戸
崎
・
新
利
根
・
東
の

各
処
理
区
管
渠
敷
設
工
事
を
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
１
３
２
号
、
市
道
路
線
の
認

定
で
は
、
江
戸
崎
中
学
校
校
門
か
ら

の
進
入
路
の
認
定
で
あ
り
、
問
題
な

く
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
付
託
さ
れ
た
全
議
案
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
致
し

ま
し
た
。
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第3第3回 回 臨時会臨時会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第113号

稲敷市農村環境改善センターの設置及

び管理等に関する条例の一部改正につ

いて

老朽化により利用が困難となった、東農村

環境改善センターの廃止に伴い、関係する

規定を削除するもの

― 原案可決

議案第114号 工事請負契約の締結について

契約内容：東処理区終末処理施設建設工事

　　　　　　　（土木・建築工事）

契約金額：2億 3940 万円

― 原案可決

議案第115号 工事請負契約の締結について

契約内容：東処理区終末処理施設建設工事

　　　　　　　（機械設備工事）

契約金額：3億 1536 万 7500 円

― 原案可決

議案第116号 工事請負契約の締結について

契約内容：東処理区終末処理施設建設工事

　　　　　　　（電気設備工事）

契約金額：2億 3415 万円

― 原案可決

　平成２１年第３回稲敷市議会臨時会が１０月１３日に、また第４回稲敷市議会臨時会が１１月
２７日に開かれました。
　いずれも市長からの招集により開かれたもので、第３回には４案件、第４回では２案件が市長よ
り提出され、審議されました。
　議決の結果については、下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
１０月１３日（火）開会

議案について市長の提案理由説明を受ける（４議案）。
議案に対する質疑、討論を行い採決する。
閉会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第117号
稲敷市職員の給与に関する条例等の一

部改正について

国家公務員の棒給月額、期末・勤勉手当の

額の改定、並びに各種諸手当の廃止、改定

等の法改正が行われたことに伴い、市の一

般職員の給与月額と関係条例の改正を行う

もの

― 原案可決

議案第118号

稲敷市特別職の職員で常勤のもの

の給与及び旅費に関する条例等の

一部改正について

議案第 117 号同様に、市長及び副市長、教

育長の期末手当支給額について改正を行う

もの

― 原案可決

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
１１月２７日（金）開会

議案について市長の提案理由説明を受ける（２議案）。
議案に対する質疑、討論を行い採決する。
閉会

第4 第4 回 回 臨時会臨時会

臨 時 会 報 告
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視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
平
成
21
年
10
月
15
日

 

〜
16
日

視
察
先
：
東
京
都
福
生
市

　
　
　
　

山
梨
県
甲
州
市

　

福
生
市
で
実
施
し
て
い
る
市

役
所
開
庁
時
間
の
拡
大
に
つ
い

て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
平
成

16
年
10
月
か
ら
開
始
し
、
窓
口

業
務
に
限
定
せ
ず
、
一
部
の
業

務
を
除
い
た
全
業
務
を
対
象
に

全
庁
的
に
時
間
を
拡
大
し
て
業

務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
週

土
曜
日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
（
正
午
か
ら
午

後
１
時
を
除
く
）、
ま
た
毎
週
水
曜

日
午
後
５
時
15
分
か
ら
午
後
８
時
ま

で
開
庁
時
間
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

平
日
の
通
常
時
間
に
来
庁
で
き
な
い

市
民
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
窓

口
の
あ
る
職
場
で
は
利
用
者
も
増
え
、

市
民
に
浸
透
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

甲
州
市
で
は
、
財
産
区
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
研
修
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

甲
州
市
は
、
市
域
面
積
の
う
ち
、

約
80
％
が
山
林
で
占
め
ら
れ
、
財
産

区
は
４
つ
、
財
産
保
護
組
合
が
６
つ

あ
り
、
い
ず
れ
も
恩
賜
林
で
明
治
44

年
に
明
治
天
皇
か
ら
山
梨
県
に
御
下

賜
さ
れ
、
昭
和
29
年
に
発
足
し
地
元

で
管
理
し
て
い
る
も
の
で
す
。　

夏

山
シ
ー
ズ
ン
及
び
火
災
発
生
時
期
に

管
理
委
員
、
運
営
委
員
に

よ
る
巡
視
、
ハ
イ
カ
ー
に

対
す
る
防
火
の
警
告
及
び

幼
木
伐
採
防
止
の
啓
蒙
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
財
産
区
は
地
元
の

財
産
と
の
考
え
が
基
本
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も

地
区
で
管
理
運
営
を
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
、
及
び
財
産
区
の
運
営

に
つ
い
て
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

 総 務 常 任委員会
 視察研修報告

 市民生活常任委員会
 視察研修報告

研
修
日
：
平
成
21
年
10
月
８
日

 

〜
９
日

研
修
先
：
群
馬
県
渋
川
市

　
　
　
　

埼
玉
県
北
本
市

　

研
修
初
日
は
、
渋
川
市
で
取

組
ん
で
い
る
「
菜
の
花
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
耕
作
放
棄
地
防
止
と
し

て
菜
の
花
を
栽
培
し
、
抽
出
し

た
食
用
菜
種
油
を
学
校
給
食
等

に
活
用
。
そ
の
後
、
廃
食
油
を

集
積
し
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
精
製
し
て
、

公
用
車
の
燃
料
に
再
活
用
す
る
と
い

う
環
境
配
慮
型
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

で
す
。

　

菜
種
油
抽
出
に
つ
い
て
は
、
菜
の

花
栽
培
に
は
複
数
の
農
機
具
を
要
す

る
こ
と
や
収
穫
時
期
が
短
い
こ
と
、

搾
油
所
施
設
が
少
な
く
経
費
が
高
額

と
な
る
こ
と
等
の
課
題
を
確
認
し
ま

し
た
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
活
用
の
取
組
で
は
、

車
両
改
造
等
は
ほ
と
ん
ど
不
要
だ
が

冬
場
を
中
心
に
車
両
の
個
体
差
が
大

き
い
こ
と
、
新
型
車
両
の
燃
料
噴
射

方
式
で
は
Ｂ
Ｄ
Ｆ
対
応
が
難
し
い
こ

と
な
ど
の
課
題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
北
本
市
の
収
納
業
務
の

取
組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。
北
本
市

は
他
に
先
が
け
て
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か
ら
の
読
取
り
方
式
に
よ

る
Ｍ
Ｐ
Ｎ
電
子
収
納
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
等
を

導
入
し
、
収
納
率
向
上
に

実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
実
務
手
法

や
メ
リ
ッ
ト
に
対
し
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
は
市
民
が
「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
」
納
税
で

き
る
よ
う
、
納
税
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た

結
果
が
収
納
率
向
上
に
つ

な
が
っ
た
も
の
で
あ
る
と

の
発
言
に
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
へ
の
重
要
性
が
強
く
伝
わ
り
、
意

義
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
当
市

で
も
実
践
で
き
る
こ
と
か
ら
、
納
税

環
境
整
備
に
努
め
る
よ
う
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
平
成
21
年
10
月
16
日

視
察
先
：
千
葉
県
鴨
川
市

　

当
委
員
会
は
、
学
校
施
設
適

正
配
置
に
伴
っ
て
、
今
後
想
定

さ
れ
る
小
学
校
の
統
廃
合
問
題

に
対
し
て
、
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

千
葉
県
鴨
川
市
で
は
、
子
ど

も
達
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
容
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
校
舎
の
耐
震
化
へ
の
対
応

や
、
少
子
化
傾
向
に
よ
っ
て
学

習
集
団
が
小
規
模
化
す
る
こ
と

で
健
全
な
成
長
を
阻
害
す
る
こ

と
に
対
応
す
る
た
め
、
重
点
的

に
教
育
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
、
鴨
川
市
長
狭
地
区

内
に
あ
る
３
つ
の
小
学
校
の
児
童
数

が
、
各
校
と
も
１
０
０
人
に
満
た
な

い
状
況
と
な
り
、
ま
た
市
内
全
体
的

に
も
減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と
や
、
全

学
年
の
単
学
級
化
、
複
式
学
級
化
な

ど
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
３
つ

の
小
学
校
を
統
合
し
、さ
ら
に
は「
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
」
等
の
義
務
教
育
６
・

３
制
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
中

学
校
敷
地
内
に
校
舎
を
増
設
し
、
千

葉
県
内
初
と
な
る
小
中
一
貫
校
「
長

狭
学
園
」
を
、
平
成
21
年
４
月
に
開

設
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
人
的
配
置
で
あ
る
教
職
員

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
教
員
と
中
学

校
教
員
の
両
方
の
資
格
を
有
す
る
人

を
配
置
し
て
あ
り
、
併
任

辞
令
に
よ
っ
て
対
応
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

研
修
終
了
後
に
は
、
長

狭
学
園
の
校
舎
内
を
視
察

し
、
教
室
と
廊
下
が
一
体

的
と
な
る
配
置
や
、
校
長

室
を
開
放
的
な
造
り
と
す

る
こ
と
で
、
小
・
中
両
方

の
生
徒
活
動
が
見
渡
せ
る

と
こ
ろ
へ
の
配
置
や
、
教

職
員
室
の
壁
を
ガ
ラ
ス
張

り
と
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
達
の
弊
害
的
感
覚
を
取

り
除
く
工
夫
が
随
所
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
少
子
化
に
よ
る
統
廃
合

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
様
々
な
事
例

等
を
よ
く
調
査
し
、
子
ど
も
達
の
未

来
の
た
め
に
、
早
急
な
対
応
・
方
向

性
を
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

教育福祉常任委員会
 視察研修報告

研
修
日
：
平
成
21
年
11
月
10
日

 

〜
11
日

研
修
先
：
群
馬
県
沼
田
市

　
　
　
　

栃
木
県
壬
生
町

　

一
日
目
は
、
沼
田
市
で
実
施

さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
を
中
心
に
、
商
工
観
光
事
業

に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
稲
敷
市
で
も
今
冬
に
20
％

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

を
控
え
て
の
研
修
で
し
た
の
で
、

加
盟
店
募
集
、
利
用
状
況
、
換

金
状
況
、
実
施
課
題
等
に
つ
い

て
の
説
明
に
対
し
て
は
熱
心
な

質
疑
が
交
さ
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
市
で
は
、
合
併
に
よ
り

市
内
に
２
つ
の
経
済
団
体
（
商
工
会

議
所
・
商
工
会
）
が
存
在
し
、
両
団

体
主
催
に
よ
っ
て
10
％
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
発
行
し
た
も
の
で
、
換
金

時
に
は
５
％
の
手
数
料
を
徴
す
る
も

の
で
し
た
。
手
数
料
負
担
の
関
係
か

ら
、
大
型
店
舗
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

チ
ェ
ー
ン
と
し
て
の
参
加
が
少
な
い

と
い
う
課
題
や
勤
め
人
へ
配
慮
し
た

販
売
日
時
、
Ｐ
Ｒ
効
果
等
に
つ
い
て
、

当
市
で
の
実
施
に
向
け
て
参
考
と
な

る
も
の
で
し
た
。

　

２
日
目
は
、
壬
生
町
に
お
い
て
北

関
東
自
動
車
道
隣
接
施
設
整
備
（
ハ

イ
ウ
ェ
ー
パ
ー
ク
・
総
合
公
園
周
辺

整
備
）
事
業
の
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
壬
生
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
等
を
活
用
し
高
速
道
と
一

般
主
要
道
併
用
の
パ
ー
キ
ン
グ
・
休

憩
所
を
整
備
し
て
、
隣
接
す
る
総
合

公
園
と
一
体
化
を
図
っ
た
集
客
計
画

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
施

設
の
管
理
経
費
や
整
備
ま

で
の
調
整
事
項
等
に
対
し

て
質
疑
が
あ
り
、
パ
ー
キ

ン
グ
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

国
（
国
交
省
）
と
東
日
本

高
速
道
路
㈱
と
の
調
整
交

渉
に
時
間
を
要
す
る
と
共

に
重
要
な
作
業
で
あ
る
と

の
説
明
を
得
ま
し
た
。
ま

た
、
壬
生
町
に
は
約
45
年

前
に
集
団
移
設
で
形
成
さ

れ
た
お
も
ち
ゃ
工
業
団
地

が
あ
り
、
公
園
内
に
は
当

該
工
業
団
地
と
連
携
し
た

「
お
も
ち
ゃ
博
物
館
」
が
設

置
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
の

一
役
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
稲
敷
市
内
で
整
備
が
進
め

ら
れ
る
圏
央
道
パ
ー
キ
ン
グ
や
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
含
め
た
周
辺
開
発

等
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
調
整
を

図
っ
て
い
く
べ
き
か
参
考
と
な
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

産業建設常任委員会
 視察研修報告
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視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
平
成
21
年
11
月
５
〜
６
日

視
察
先
：
埼
玉
県
戸
田
市

　
　
　
　

山
梨
県
笛
吹
市

　

Ｉ
Ｔ
機
器
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
等
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
広
報
活
動
を
考

え
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
戸
田
市
で
は
、
よ
り

よ
い
議
会
だ
よ
り
の
発
行
を
目

指
し
て
、
現
在
の
紙
面
構
成
と

な
る
ま
で
に
、
様
々
な
紙
面
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
は
、
議
会
の
内
容

を
迅
速
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的

に
「
議
会
だ
よ
り
ｗ
ｅ
ｂ
か
わ

ら
版
」
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
発
信
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
は
、
議
会
定
例
会

閉
会
後
10
日
以
内
に
発
信
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
主
に
は
、
本
会
議

で
行
わ
れ
た
一
般
質
問
や
審
議
結
果

な
ど
を
質
問
内
容
の
要
旨
（
ポ
イ
ン

ト
）
に
絞
っ
た
形
で
、
傍
聴
に
来
ら

れ
な
い
市
民
に
も
い
ち
早
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
実
施
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

従
来
の
広
報
紙
と
し
て
発
行
し
て

い
る
議
会
だ
よ
り
で
は
、
定
例
会
全

体
の
報
告
を
掲
載
し
て
お
り
、
ｗ
ｅ

ｂ
版
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
詳

し
く
内
容
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

山
梨
県
笛
吹
市
で
は
、
従
来
ど
お

り
の
広
報
紙
で
対
応
し
て
い
ま
し

た
が
、
記
事
の
掲
載
方
法

に
特
徴
が
あ
り
、
一
般
質

問
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

全
質
問
者
の
全
質
問
を
掲

載
で
き
る
よ
う
に
、
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
た
だ
し
、
写

真
等
の
ス
ペ
ー
ス
は
取
れ

ず
文
字
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
た
め
、
見
や
す
さ

の
観
点
か
ら
は
改
善
す
る

こ
と
も
課
題
と
認
識
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

我
々
の
広
報
紙
作
成
に

お
い
て
も
、
よ
り
見
や
す

く
、
分
か
り
や
す
く
を
テ
ー
マ
と
し

て
議
会
だ
よ
り
作
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
今
現
在
の
時
代
の
流
れ

に
則
し
た
、
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
確

立
等
も
視
野
に
入
れ
、
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
決
意
を
し

ま
し
た
。

研
修
日
：
平
成
21
年
11
月
18
日

研
修
先
：
千
葉
県
我
孫
子
市

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
我
孫

子
市
議
会
を
訪
問
し
、
議
会
運

営
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

我
孫
子
市
議
会
は
、
４
つ
の

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員

会
で
構
成
さ
れ
、
会
派
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
の
説
明
員
は
、

課
長
補
佐
以
上
と
し
、
議
員
の

傍
聴
や
委
員
外
委
員
の
発
言
機

会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
委
員

会
の
開
催
を
一
日
一
委
員
会
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
市
長
、
副
市
長
も
全

て
の
委
員
会
に
出
席
し
答
弁
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

一
般
質
問
は
、
定
例
会
ご
と
に
７
人

か
ら
11
人
の
議
員
が
行
い
、
３
月
・

９
月
に
代
表
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
の
傍
聴
者
数
は
、
約
６
０

０
人
に
達
し
議
会
に
対
す
る
関
心
の

多
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
独
自
の
採
決
表
示
シ
ス
テ

ム
を
平
成
18
年
12
月
に
千
葉
県
で
初

め
て
導
入
し
、
議
会
運
営
に
役
立
て

て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
各

議
員
席
に
設
置
さ
れ
た
「
投
票
ボ
タ

ン
」
を
押
す
こ
と
に
よ
り
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
議
員
の
賛
否
が
表
示
さ
れ
る

も
の
で
す
。
採
決
結
果
は
瞬
時
に
判

明
し
、
議
事
運
営
に
役
立

ち
、
傍
聴
者
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
放
送
を
見
て

い
る
人
に
も
わ
か
り
や
す

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
採

決
結
果
は
、
議
会
だ
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
会
議
録

の
資
料
に
掲
載
し
広
く
市

民
に
公
開
を
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
議
会
運
営
及
び
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
上

で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

議会運営委員会
 視察研修報告

議会だより編集委員会
 視察研修報告
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編

集

後

記

編

集

後

記

委

員

長　
　

大　

湖　

金
四
郎

副
委
員
長　
　

根　

本　
　
　

保

委　
　

員　
　

木　

内　

義　

延

委　
　

員　
　

山　

本　

祐　

子

委　
　

員　
　

柳　

町　

政　

広

委　
　

員　
　

浅　

野　

信　

行

委　
　

員　
　

伊　

藤　
　
　

均

委　
　

員　
　

根　

本　

光　

治

　

晴
れ
晴
れ
と
２
０
１
０
年
の
幕
が
開

け
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
新
政
権
に
よ
る
奮
闘
に

も
係
わ
ら
ず
、
混
沌
と
し
た
状
況
は

好
転
の
兆
し
す
ら
見
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
は
、
家
族
の
団

結
を
中
心
に
地
域
の
人
と
人
と
が
手
を

結
び
、
創
意
と
工
夫
で
大
い
な
る
希
望

を
創
設
し
、
一
致
団
結
し
て
こ
れ
と
取

り
組
む
自
助
努
力
が
何
と
し
て
も
必

要
な
世
の
要
請
で
あ
る
と
、
読
み
取
る

気
概
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
希
望
と

気
概
に
よ
る
地
域
で
の
一
人
一
人
の
相

互
の
励
ま
し
あ
い
は
、
必
ず
次
の
一
人

へ
と
伝
わ
り
、
や
が
て
希
望
の
万
波
へ

と
広
が
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
あ
る
一

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

 

【
山
本　

記
】

発
行
‥
稲
敷
市
議
会　

編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

〒
３
０
０-

０
７
９
２ 

稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５　

☎
０
２
９
９-

７
８-

３
３
９
０
（
直
通
）

　市議会は、傍聴できます。

　この１２月定例会では、会期中、延べ３２

人の皆さまが来場し、議場内で傍聴されま

した。

　また、当初から、庁舎１階ロビーにある

テレビで議会中継を傍聴される方もおりま

した。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）
FAX ０２９９―７８―３３９６
E-mail：gikai@city.inashiki.lg.jp

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

3 2 日火となります。

◆
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、
直

接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
と
し

て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請
願
」、

な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、
受
理
し

た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た
陳
情
の
議

決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知

し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

●
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・
理
由
）

は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を
求
め
、
何

を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
、
ま
た
、
簡
単
明
瞭
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
図

面
や
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随
時

受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
毎

定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
）

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
定

例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
定

例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明
な
点

は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は２５席まで

　　 （別途、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程等については、２月

２３日以降、議会事務局までお問い合わせ下さい。


